









































3. [韻律] 韻律は第2，4備が matrachapdas、それ以外の 19備が
tri号tubhjjagatlである。特に注記すべき諸点のみを以下に考察する。
3.1. 第2倍 bahutu$tatutaψ u'hitvate(grhituva)2l 
nanavan:za surabhi manoramaψ/ 
okirαnti naranayakottamaψ 








a: 、J¥J一一」ノ¥J 一、J一一'-"一一 b: ー一一一一一'-"¥J¥J 、J一ー、J一
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c: ー一、J一一¥../'-.ノ、J 一ー、J一一、../- d: '-../'-../'-../一'-../'-../'-../ ーー 」ーノー ーー ¥ー ノー ーー
a句は vaitaliyaの pada、C句は aparantikaの pada，d匂は vait.
とも apara.とも解せる。3) b句は opening(Opg.)が 9matraである
が、 comp.の第1構成要素の語末の長母音が短になる現象は一般的に見
られるので (Geiger~33.2; cf. Ai. Gi. 11/1， p.134)， nana・。を nanαo









Nl Tl T5などお本 I Ky， T3 
1 (tri./jag.) O O ム ム ム
2 (matrach.) O O O O 。
3 (tri./jag.) O × × O O 




値が問題になる。語頭の二重子音は Mi.で単子音になる (Pischel~268 ; 
Geiger ~51. 2， ~66.1 ; v. Hinuber ~162)。しかし、本来存在した二重子音
が、 metricausa (m.c.)で母音の後で再び現れることがある (Geiger
4 
~74.1)。また、 comp. の第 2 構成要素の語頭の二重子音は、原則的に語
中の二重子音と同じ扱いであるが、独立した語の語頭の二重子音同様に単





値が確定できない (6d，9c， 11d， 18c， 19b)。価値が不確定の二重子音は、
全て tri./jag.の opg.の第3音節の長短に関連する。今問題以外の箇所
では、第3音節は全て短である:一一)一 (43pada) ， '-./一)一 (23









udagracitta bhavi$yanti sattvalJ， j j '-.../ー )一一)一一)一一
衆生たちは高揚した心を有する者となるでしょう。
しかし、東方備の tri.jjag.中でこの位置に長を示す句は 14d以外にはな
く、意図的に短にするための語形:tatha (8a， 16c)， tadα(17a)，ρrasthitα 
(15b， nom. pl. m.)さえ見られる。 Pa.Pkt. BHSでは fut.を示す -sy-
の単子音化が知られている。4)従って、 bhavi$yanti(l4d)中の $yが単子




(5d， 6b， 9b， 12c， 13c)。
以上をまとめると、東方備の tri./jag.の padaは次のようになる。5)










4. [語形] 東方備に現れる Mi.的な特徴を示す語形は以下のもので
ある。
[名調] a.stem， nom. sg. 圃al:t>-a:chadanta (chadenti?) (7d) ， 
tratur抑(18a)，sobhana? (18a) ; acc. sg. -aψ>-a: buddha (1c， 3c)， 
svaρnoρama (9c) ， k$etra (9c， 15d)， kaltasahasra. (9d)， srotra (16c)， 
sighra(・sighra1Jt)?(20a): dat. sg. -aya>-a (contraction): buddha-
tasyana? (15b); abl. sg. -a(t) + -tas (double formation) : mukhama1J・
4alatal:t (l1c); loc. sg. (代名詞変化): 'ntikasmiψ (18c); nom. pl. 
-al:t>-a (さらに m.c.で -a):kl}etra (1b)，却itta(7a) ， tUl}ta (8b) ， 
sulabdhti (8c， 9a)， labha (9a) ， sarva (12a)，ρrasthita (15b) ， satfva (17c) ， 
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ekajiitiyii? (18d) : acc. pl. -i及び-a:niiniivaY1Ja (2b， 4b)， k~etra (21b) ; 
instr. pl.・ebhi(>-ehi):ρu妙。ρutebhi(*0_ρutehi) (6a); gen. pl. 
-iiniim>-iinαψ>-iina: buddhii1Ja (1b， 3b， 20d， 21a)， sugatiina (21c) 
- ii-stem， acc. sg. -iim>-am : kathaψ(kathii?) (8b) ; oblieque case， 
sg. -iya (>ii: contraction): gaψgiiya (1a)， atuliiya (6b)， buddha-
ρasyanii? (15b) ; acc. pl. : kathii (katha1ft?) (8b) - i-stem， nom. sg. 
-il;t>-i :ρra1Jidhi (17b， 18a); acc. sg.♂ sukhiivati (21d) ; instr. 
sg. -iye:ρritiye (6b); gen. sg.・iya:nadiya (1a) ; nom. pl. -il;t : 
arcil;t (12a); acc. pl.・i:surabhi (2b， 4b)， sahasrakoti (20d) ， koti 
(21a)ー -u-stem， nom. sg. -ur>-u: amitiiyu (l1a， 17a); acc. sg. 
-um>-u:αmitiiyu (1d， 3d)， amita-iiyu (2d， 4d) ; acc. pl. : bahu (19c， 
21ab) - an-stem， loc. sg. : murdhne (12b) 
C名調語幹の変化] iiyus->iiyu・?(1d， 2d， 3d， 4d， l1a， 17a)， sistr-
>Siistu-(9d)， .arcis->arci・(12a)，niiman->niima-(17c) 
[人称代名詞] 1st. pers.， instr. pl. : asmehi (9a) ; gen. pl. :ωma 
(6d)一一2nd.pers.， gen. sg.: ti (くte)(14c) - 3rd. pers.， instr. 
pl.: tehi (8c) 
[関係代名詞] instr. pl. yehi (8d) 
[近称代名詞] acc. sg.: ima (9b) 
[疑問代名調1nom. sg.:初(母音 Oが短母音の価値、 13c)
[動調] pres. ind.: okiranti (3. pl.， 2c， 4c， 6a)， kathenti (3. pl.， 
8b)， *(')sma (1. pl.， 9b)， karoti (3. sg.，l1a)， kurvasi (2. sg.， 13d)， 
enti (3. pl.， 18b)， bhont(i) (3. pl.， 18d) - opt.: siya (3. sg.， 6d， 
19b)， ρriitu1Ji (3. pl.， 16b)， vrajeyu (3. pl.， 17d) ーーimpv. : μsyiitha 
(2. pl.， 9c， 10a)， vyiikarohi (3. sg.， 14a)一一fut.:bhavi~yanti (3. pl.， 
14d) (~y が単子音の価値 cf. 注 4) 一-aor. : i$-aor.型:iigami (3. pl.， 
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lc， 3c)， saψsthihi (3. sg.， 7b)， asta1Jtgami (3. p1.， 12b) ; s.aor. .~旦:
abhii~i (3. sg.， 17b)一 caus.:chadenti (chadanta?) (3. p1.， 7d)， 
janetva (15c) ，ρijetu (3. sg. impv.， 20d)一 grd.:tiijitva (5a)， 
vanditva (5b)， srutva (15c) ， sru1Jiyana (17c)， krtvana (21c) 
[不変化詞] tatha (3a， 8a， 16c)， ca (5a) ，ρurasta? (6c)， ti (9a) ， 
tada (17a)， ti (17c， 19c) ， (i)ha (18d) ， (i)ya ((i)ha?) (19a) 
Mi.の特定の方言を指示すると推測される語形は、一人称代名詞の
asmaと icchatiyaだけである。 asma(6d)は PischelS419によると
Mahara号triとJaina.mahar勾triとだけに記録されている amhaに対応
すると考えられる (Pkt.の代表形は各方言を通じて amhe)oicchatiya 
(19a)は写本 R，Nlだけに現れるが、もし icchati+ihaと解するならば、
中期インド西北方言に見られる hの脱落の可能性が考えられる (Brough
S39; v. Hinuber S223)。
尚、少数だが中期インド西北方言に見られる語形、或はそれから崩れた
ものと考えられる語形が写本に現れる :ρarivrtul;t(く.uく-0:nom. sg.， 
10b， R)?， amitayu (acc. sg.， ld， 3d; nom. sg.， lla， 17a)， namu (acc. 




5. [写本] 最古の2写本である R，Nlのうち、欠落部分が少ないR
が従来最重要視されて来た。東方備を見る限り Rの読みの信頼性は確かに
他と比べて高いものの、崩れた読みを示す場合がある C以下藤田本参照〉
: e.g. caに対する can (5a);ρu妙atiitebhiゲ。少itehi) に対する
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0_ρu{ohi (6a) ; tritiyeに対する tritaye(instr. sg.， 6b) ;ραrivrtoに対
する ραrivrtu/:z(10b) ; ta/:zに対する taψ(12a)など。また、動調形や名
詞などの語尾の現れ方に関して、 Rが Skt.化の進んだ語形を示し、他の
写本が古形を示す場合がかなり見られる:e.g. R k$etr向z，R以外 k$e-
tra(争)(1 b) ; R grhitva， R以外 grhitvαte(2a) ; R tatra tU$ta/:z， R以
外 tu${atatra (8b) ; Rρra1Jidhir， R以外 ρ印字idhi(17b) ; R satva/:z， 




1) R，Nlとその他の写本の読みに分かれる例:R， Nlのみ ρurimenα…
sambodhisatva，その他脱落(1b-c);R， Nl okiranti，その他 ukiranti
(2c); R， Nl ca(n)，その他 va(5a); R， Nl manokiranti，その他
ρunokirαntiなど (6a); R vacaψ， Nl bahu，その他 kamαψ(6c); R， 
Nl tai(/:z)，その他ye(7a) ; R， Nl kathti kathenti，その他 kathakαronti 
(8b) ; R， Nl tatra tU$ta/:z， その他 tU$tαtatra(8b) ; R， Nl k$etra，そ
の他 maitraなど (9c); R， Nl smitα，その他 svasmita1'jtなど(l1a); R 
arci/:z， Nl arcci，その他suri/:zなど(12a); R， Nl ko，その他 ka(わ(13c); 
R， Nlρaramarthakovida，その他 yatrasorthakovidoなど(14a); R， 
Nl enti，その他 ebhi(r)(18b) ; R， Nl te ntikasmin，その他 antikesmin，
entikasmin (18c)など。一一2)Ky， T3とその他の写本の読みに分かれ
る例:Ky， T3 vandituψbuddhaag，ωni，その他agamibuddha vandituψ 
(3c); Ky， T3ρravadαnti，その他 vadanti(5c)。
Ky， T3に近い読みを示す写本群中では、まずT5，T4， K6， K7， T2， B， 
02は一つのグ、ループを形成すると考えられる:e.g. T4-02ρrala-
bha1'jt， ραrabhiなど，その他 surabhi(2b) ; T5 - 02 ukiranti，その他
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okiranti (4b); T5一一 02divyaρufjtatutti，その他 ρUfjρatutti(7a) ; 
T5一一 02など sobhαvati，その他 sobhati(7c) ; T5一一02など taihi，
その他 tehi(8c) ; T5一一 02bhavantiなど，その他 sobhanti(18a) ; K6 
一一 02ekajtiti，その他 ekajtitiyti(18d)など。尚、このグループが R，Nl
に近い読みを示す場合があることも注意すべきである:e.g. R， Nl， T5 
一一 02ntimntithα，その他 ntitha(l3b)。
Ox， Hl， K4， Ro， Ko， K3， K5もまとまって類似する読みを示す:e.g. 
Ox - K5 Stistul;t， その他stistunti(9d) ; Ox - K5 vala・oその他vara-O
(lOa); Ox-K4， Ko-K5 0・koかal;t， その他 O-koti(l;t)(l1d); Ox -
K4，Ko-K5脱落，その他ti(わ，ti1'jt (l2a) ; Ox - K4， Ko - K5 ca 
bhavanti，その他bhavifjyantiなど(l4d); Ox - K4， Ko - K5 bαbhuvα， 
その他 αbhufjIなど(17b); Ox - K4， Ko - K5 sighra1'jt ca sighra1'jt， 
Ro sa sighra1'jt ca sighraψ，その他sasighra(ψ)sighra1'jt (20a)など。こ
のうち Ko，K3， K5は非常に近い関係にある:e.g. Ko - K5 bodhi-
satvti，その他bahubodhisatvti(5a) ; Ox， Ko - K5 sora1'jtkrtaψ，その他
svala1'jtkrtaψ(7c) ; Ko - K5 tasytirtha，その他ραsytitha(9c)。このグ
ループ中で、 Roは Kl，T6， S及び C，As， K2， H2， Tlのグループと近
い読みを示す場合がある:e.g. Ro， C -Tl nti，その他 bhavifjyantiな
ど (14d); Kl - S， Ro， C一一Tlca bhuvi，その他 abhufjiなど(l7b)。
L， N3， N4， 01， 03， N2， Ktは高い確率で対応する:e.g. L-Kt 
atula，その他 atultiyaなど (6b); L -Kt bhagavann atra，その他 atra
bhagavan (l3c) ; N4 - Ktのみ ωsatvti，その他無し(15a); N3 - N2 
trastita，その他ρrasthita(15b) ; Ky， T3， L -Kt ca bhumi，その他
。bhufjiなど(l7b)。
K4では手と khの交代が頻繁に起こる:e.g. 0少ukhya-(=0_ρu訪a-)
(2a) ;ρrabhtikhaψti (=jうrabhtifjanti)(6c) ; khaftrisa・。(= fjatri1'jtsα_0) 
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(11 b) ; arcikhaψ (=arci$aψ) (11b); manukhya (=manu$ya) (12c) ; 
sU$avati (=sukhavatiψ) (20b， cf. 21d)など。
6. [思想内容]
6.1. [阿弥陀仏の名称] 東方備では αmitayu(1d， 3d， lla， 17a)， 









該当箇所 (Skt.) Tib. |対応
ld， 3d amitayu (acc. sg.) 'od dρag med × 
〈無量の光明を有する者〉
2d， 4d amita.ayu (acc. sg.) tshe dPag medρα O 
(無差の寿命を有する者〕
5b amitaprabhasya dρag med 'od O 
〈無量の光明を有する者〉
lla， 17a amitayu (acc. sg.) tshe dPag med O 
〈無量の寿命を有する者〉
20c amitatrabhasya 'od dtag med O 
〈無量の光明を有する者〉















6.3. [誓願] 誓願 (ρra1Jidhi-)は 17bcv;こ単数で現れ、 「衆生が阿弥
陀仏の名前を聞けば、必ず極楽に来る」ことを指す。散文の誓願中で聞名




















21. 5 I avaivartika…anuttaraya/:l samyaksa1Jlbodher 
(菩薩〕
43. 12， 48. 15 I同上(衆生〉
正等覚 |同63.4 I vIl仰y刀W附ωar例仰t仰a仰 . 仰仰u伽 dのy劫 saω仰，骨叩?
(菩薩〉






avaivartya…anuttara ya/:l samyaksa1Jlbodher 
I (衆生〉
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文〉に現れる ekajatitratibaddha-に対応するものと考えられる(衆生に
関して:足利本14.14;菩薩に関して:48.24)0 instr. sg.と解する場合は





1) K. Fujita， The Sukhavativyuha， Romanized Texts of the Sanskrit 
Manuscript from Nepal， Part 1 (1992)， I(1993)， Tokyo (~党、文無量
寿経写本ローマ字本集成』、上・下巻) (東方偏:p. 971-1012) 
2) 幾つかの写本は grhitVã を示す。この場合、韻律上 cad. は~(ー)"，一一
となるが、これは matrachandasの cad.としては異例である。侭し、
語中の tvに tuvという svarabhaktiを認めれば、正規形である(ー〉
〉ー)ーと解することが出来る。
3) matrachandasは1詩節 4padaから成る。 vait.(Pali段階〉は ac:6 
m量tra+ -"'-'"ー， bd: 8 matra十一)一)一一。特殊な条件下で
は、 opg.が 9matraを示すことがある(例:ー)一一"'''')0apara.は
'-.../¥...1¥...1-，-，-，¥.../一)一)一x4 (cf. apara.の進んだ形:rathoddhata 
一〉一"'''''''一)一'-..，/-x4)0 cf.阪本(後藤〕純子 rpaliJatakaに於
ける matrachandasの姓格J(仏教研究第7号、 1978年2月、 p.155-176) 
4) 西北インド方言における fut. y々ati>田isatiについては cf.v. Hinuber 
S20， S463; Paliにおける -ss->-s-ないし -ss->-h・の変化については cf.
Geiger ~150-153; Prakritにおける同様の変化については Pischel~520-
521; BHSにおいても・sy->・かの変化が知られており (BHSG31. 12; 
31. 19-20)、またテキストでは -i$ya-とあるが韻律上単子音(恐らく-i$a-)
であると推測される例がある (BHSG31. 26-29)。更に・sya・>(*-ssi->)* 
-si・>-hi圃の変化については cf.J. Sakamoto-Goto Die mittelindische 
Lautentwicklung von v in Konsonantengruppen mit Verschlusslaut 
bzw. Zischlaut， IJ 31， 1988， p. 87-109 (esp. p. 106) 
5) 但し 3aは opg.とbreakが不規則な tri.である。
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3a . tatha dak$i't1atascimottarasu \，J\，J一\，J\，Jー)ー\，J~
同様に、南と西と北において…-
R， Kyなど21写本がこのテキストの形を示すが、これは aupacchanda-
sakaの ac句の形と一致する。しかしながら bcdは正規の jag.であり、
類似の第1傷も jag.である。藤田本はテキストを訂正して tri.(冒頭の
resolutionを伴う〉と見なす:tatha *dak$It砂ascima-uttarasu(，-，-， 
←〉一一'-''-'ーV~)。他の写本の形は、 K6 など 8 本が tathä dak-
$ittatascimottarasu， N2， Ktが tathiidak$ittatascimottasuを示す。
N2， Ktが示す語形は loc.の崩れた不適当な形。 K6などの形も韻律に
合わない。この句が tri./jag.であるとすれば、藤岡本の訂正が妥当であ
る。 comp.の第1構成要素の語末の短母音が長母音になる現象は一般的
である (Ai.Gr. II/l， p.130; Geiger ~33.1; Smith ~3. 6， ~5.1-2)。
また、 BHSでは comp.での hiatusも韻律に応じて許される (BHSG
4_ 51， 4.54;ct Geiger ~67: Pa.では散文でも許される〕。




7) \，J→'-'一'-"'-"'-"~ー\，Jx4ないし)一¥."../-.......，，'-"'-"ー)一'-''-'x 4 
8) 阿弥陀仏:27. 15， 5.7 ;世自在王仏 :τ.5;他の仏:61. 13 (足利本の頁、
行による〉
9) J. Br:ough“Amitabha and Avalokite品varain an inscribed Gandharan 
sculptureヘlndologicaTaurinensia， voI. X， 1982， p.65-70;阪本〈後
藤〉純子 rSukhavativyuhaの韻律と言語:歎仏傷・重誓傷」、印仏研42-
2、p.148-153 (esp. p. 153) 




arcis- という語は Sukh ではこの箇所以外広は現れない。尚、 Rã~trapã­
laparipfcchaには、阿弥陀仏の前世での名称として「光焔を有する者」
(arci$mant-)という表現がある。
11) O. v. Hinuber， Studien zur. Kasussyntax des Pali， besonders des 
Vinaya-Pitaka， 1968， ~132 
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